
令和７年度 保育所の自己評価 

社会福祉法人若水会  にじのいろ保育園 

 

本園の保育全般について総合的に自己評価しその結果を公表するとともに、評価の結果を踏まえ、専門

性の向上や保育実践の改善に取り組み、より良い保育を提供できるよう努めてまいります。 

 

【評価】A：十分に取り組んでいる、B：概ね取り組んでいる 、C：取り組んでいるが十分ではない 

 項目 評価 取り組み状況 

１ 
子どもの理解と 

関わり 
A 

・毎週の連絡会議を中心にクラス会議、乳児会議、幼児会議等で

情報共有し、園全体で共通認識が持てるようにしている。 

・毎月作業療法士による指導のほか、年3回臨床心理士による市

の巡回支援を受けている。市内の児童発達支援センターが開催

している研修に参加し、子どもの特性に応じた関わり方を学び

理解を深めている。 

２ 
保育の環境構成 

（人・もの・場所） 
A 

・乳児クラスは配置＋1人の体制を基本として安全な保育ができ

るようにしている。 

・園内の環境整備を進め、子ども達も職員も安心して過ごせる環

境を目指して取り組んだ。また、毎月保育環境の安全点検を行

い、危険個所の改善に努めた。 

・0、1歳児クラスはワゴン車を利用し、2歳児以上のクラスは歩

行散歩に積極的に出かけ、園周辺の自然環境を活かした活動を

行っている。 

３ 
在園家庭との連携と 

子育て支援 
B 

・保護者懇談会等でチャイルドビジョンや睡眠時の姿勢によるリ

スク等を共有し、ご家庭と連携して子どもの安全を守れるよう

に発信している。 

・年に4回子どもの成長の様子を紙面で配布、保育体験の実施、

年1～2回の個人面談を通して子どもの姿を共有している。 

・行事のお手伝いをはじめ、保護者が参加できる機会を増やし、

保育園での活動を知ってもらう機会としている。 

４ 
地域との連携と 

子育て支援 
A 

・一時預かり保育を0歳児クラスからの受け入れに拡大した。 

・地域子育て支援として離乳食相談会、保育所体験、園庭開放を

実施した。 

・新たに近隣小学校の教員研修の受け入れを実施した。 

５ 職員の資質向上 

 

 

A 

  

・各種会議にて、保育の質向上のための話し合いを実施した他、

各専門職の技術や知識を活かした勉強会の実施。（保護者対

応、安全管理レクチャー、心肺蘇生ほか） 

・乳幼児の救命方法を学ぶ研修への参加。 

・外部研修に積極的に参加し、保育実践につなげている。 

６ 運営・体制の整備 

 

B 

・保育のICT化による手ぶら登園を進めている。 

・園内の役割分担を通して各プロジェクトを実施した。 

 

 

 



【総評】 

0～2歳児クラスにて育児担当制を取り入れ、子どもと保護者が安心して保育園生活を送れるようにして

いる。乳児期に培った保育園との信頼関係を土台に、幼児期に深まっていく友達との関係を支える保育を

実践。一人ひとりの個性を大事にした関わりを、保育士だけでなく園内の職員全員で行っていけるように

努めている。 

 

【今後取り組むべき課題】 

・経年劣化と老朽化に伴う修繕環境、整備。 

・保育者が適宜必要な話し合いと保育の準備ができる時間の確保。 

 


